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膨張水の排出と、缶体負圧防止の役目をします。設計圧力340kPa。

　　機　能　概　要　説　明部　位

①逃し弁

⑥給水止水栓 水抜き操作･掃除の時に使用します。

配管内の水を抜くときに使用します。

給水時のゴミなどを取り除きます。

②排水栓

③漏電遮断器

④給水フィルタ

⑤水抜きバルブ

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません
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日建連

ダイキン工業編施工要領 ヒートポンプ式電気給湯機

万一電源回路(200V)に漏電があった場合に作動し、電源を瞬時に遮断します。

タンクの排水時とメンテナンス時に使用します。

1.目的・概要 

オール電化住宅の普及により、ヒートポンプ式電気給湯機の工事が増えてきているなかで、認識不足 

による不具合を防止するには施工前に採用メーカーの施工上の注意点を確認する必要がある。 

以下に、ダイキン工業㈱（フルオート 角型）の施工要領及び施工ポイントを紹介する。 

2.配管施工概要 
①逃し弁 

③漏電遮断器 

⑤水抜きバルブ 
 (現地調達) 

２－１．各配管の制約 

100 
～150 

④給水フィルタ 

(別売品) 

配管化粧カバー 
(別売品) 

②排水栓 

⑥ 

２－２．部位の補足説明 

裏面参照 



日建連

資　　料

注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

■配管例２ ■配管例１ 

(２)ユニットバス配管 

・ユニットバスはできる限り「パン式」を推奨。 
・ユニット壁と浴槽の間は、最低70mm必要。 

吹出し側に障害物がある場合 

（上から見たところ） （横から見たところ） 

吹出し側壁面高さ 

10
0
㎜
以
上
 

Ｈが1200mm 

Ｈが1200mm 

350mm 

600mm 

10
0
㎜
以
上
 

10
0
㎜
以
上
 

100㎜以上 

（サービススペース） 
（上から見たところ） 

（横から見たところ） 

300㎜以上 

（サービススペース） 

吹出し側に障害物がない場合 

を超えるもの 

以下 以上 

以上 

4.室外機配置 

(１)床面工事 
 ・満水時の質量十分耐えうる基礎工事を行う。 

  ＜満水時製品質量(kg)＞ 

   TU37UFV:434  TUN37UFV:432  TU37USV:431 
     TU37UV:430   TUN37UV:428   TU37UFTV:449 

     TU46UFV:533  TUN46UFV:530  TU46USV:529 
     TU46UV:528   TUN46UV:525   TU46UFTV:550 
 ・床面は必ず防水･排水工事を行う。 
 ・地震時の転倒防止のため、必ず脚をアンカーボルトで固定する。 
(２)基礎工事 
 ・コンクリート圧縮強度は18N/mm2（180kgf/cm2）以上 
 ・基礎工事は右記図に従って行う。 
(３)脚の固定 
 ・貯湯タンクは転倒防止のため、必ず3本の脚を各1ヶ所 
     ずつ固定する。 
 

3.基礎工事 

5.ヒートポンプ配管の制約・ユニットバス配管 

6.給湯配管の制約・ふろ配管の制約 

300㎜以上 

7.問い合わせ先：ダイキンコンタクトセンター TEL 0120-88-1081 FAX 0120-07-0881 

●基礎ボルト･アンカーピッチ 

●転倒防止金具 

(１)ヒートポンプ配管の制約 

・高低差が１ｍ以上の場合、湯側の最上部に「空気抜き弁：を取り付ける。 
・鳥居配管はできるだけ避ける（空気が抜けにくくなる）。 

■給湯配管 下階給湯の場合 

■給湯配管 ２階、３階給湯の場合 

■ふろ配管例１ 

■ふろ配管例２ 

４ｍ以内（※） 
(別売のふろ水位センサーに交換 
 することで、７ｍまで対応可能) 

１．５ｍ以内（※） 
 

（※）機種シリーズによって 

   異なります。 

（※）機種シリーズによって 

   異なります。 

８ｍ以内（※） 
 


